
◼ 支援者向けの研修です。

◼ 事例に基づいて、具体的に解説をします。

◼ R7/12/6（土） 【実践編】

✓ カスハラの判断基準

✓ 基本的な対応フロー

✓ 典型事例への対応

✓ 交渉打切りのステップ、など

◼ R8/1 /24（土） 【仕組み作り偏】

✓ アセスメントの実施

✓ ガイドラインの作成

✓ マニュアル作成

✓ 研修の実施、など

令和7年4月に東京都でカスハラ防止条例が施行され、同年6月に

は、全ての企業にカスハラ対策を義務付ける改正労働施策総合推

進法が成立しました。

埼玉でも同年7月現在、独自の条例が検討されています。今後、

カスハラの対策は全ての企業にとって重要課題となり、同時に、

中小企業診断士にとっても重要な支援領域になると思われます。

一方、「カスハラには毅然と対応する」と言っても、明確な判断

基準やノウハウが無ければ適切な対応はできず、正当なクレーム

まで排除し、CSの低下になりかねません。

本研修では、部下の分も合わせて3,000件以上のクレーム/カスハ

ラに対応して来た元・コールセンターの品質管理チームマネージ

ャーである中小企業診断士が、事例に基づき具体的なカスハラ対

策のステップお伝えします。

両日10：00～12:30

（若干延長する場合あり）

または右記QRコードから申込願います。

埼玉一般社団法人 埼玉県中小企業診断協会内 4F研修室

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScd-RXKbRIkJwqHJ7sYOTzOZwcOAwNv5YxJGia1dQouLjXW9g/viewform?usp=preview
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